
クチナシ

クチナシ
5本

カンヒザクラ
⽇本でいちばんはじめに開花するサクラです！2⽉ごろに濃いピン

ク⾊の花が咲きます。葉っぱは縁がぎざぎざとしていて、先が尖っ

ています。染⾊の⾊は茶⾊。

植物たちは昔から、⽂化を育むのひとの⼿助けをしてきました。その⼟地ならではの景⾊をつくったり、三線や漆などの⼯芸品になったり。植物と

⽂化のつながりを感じられるように、昔から沖縄にある在来の植物を中⼼に植えています。13種類の樹⽊は、織物の染⾊にも使うことのできる、⾊

の出る⽊です。今回ご紹介したのは８種類ですが、ほかにもリュウキュウコクタン、ソウシジュ、イスノキ�、アカギ、テリハボク、クロヨナ、クロ

トンがあります。なはーとの外側にある「⾸⾥織」をモチーフにした被膜（ひまく）とあわせて、この樹からは、どんな織物がつくられるのかな？

と想像しながら、お散歩をしてみませんか。

                                           

なはーとの植栽にこめたメッセージ　　　

タブノキ
先の尖った卵型の葉っぱが、枝先に

集まってついています。他の樹との

⾒分け⽅は…葉っぱをちぎるとツン

とした⾹りがするかどうか。

染⾊の⾊は⾚褐⾊。
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モモタマナ
実の形がウルトラマンに似ている

沖縄ではコバテイシ、クファディーサー

とも呼ばれています。

実のかたちが「ウルトラマン」の顔にそっくり！

扇のような⼤きい葉っぱも特徴的ですね。

染⾊の⾊は、くすんだ⻩⾊。

フクギ
まっすぐな強い幹と、ぎゅぎゅっ

と集まった分厚い葉っぱ。昔から

沖縄では家や村の防⾵対策に⼀役

買っています。ツヤのある表側と

は異なり、裏⾯はのっぺりとした

淡い⻩緑⾊。9⽉頃にできる⻩⾊

い果実は、コウモリたちのごちそ

うです。染⾊の⾊は⻩⾊。
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シャリンバイ
沖縄ではティカチとよばれることも。葉っぱの裏側を、ペラリとめくってみ

てください。細か〜い網の⽬状の葉脈が、くっきりとみえます。枝先に⾞輪

のように葉があつまっていて花が梅に似ていることから名付けられました。

染⾊の⾊は⾚茶⾊。

クチナシ
沖縄では⾵⾞を意味する

「カジマヤー」とも呼ばれています。

細い葉っぱに、平⾏に並ぶまっすぐな葉脈が特徴で、6⽉ごろ

に⽩い花が咲きます。果実から、⻩⾊の染料がとれる。

ガジュマル
キジムナーのすみかとして有名なガジュマ

ルですが、⼩さいときは⾒分けにくいか

も…？厚くて光沢のある葉っぱと、⼩さな

実が特徴です。⼤きくなると幹から気根を

たらして、⾃分のからだを⽀えます。

染⾊の⾊は桃⾊。

ホルトノキ
沖縄ではあまりない、「紅葉」する

樹⽊のひとつです。寒くなっても葉

っぱが落ちない常緑樹ですが、季節

を問わずあかく紅葉します。

染⾊の⾊はベージュです。
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植栽デザイン　多田弘

なはーとのウェブサイト

はこちら。
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